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提案書書式 

2024 年 ７月 １日 

「アマチュア無線の魅力向上アイディア」提案書－２ 

1. 提案者 ・氏名： 富山 至
・年齢： 

・コールサイン：ＪＨ４ＰＢＱ
・連絡先 住 所：

· ール：

2. 提案カテゴリー（ＡまたはＢを選択）

Ａ 既に開局している若者や初心者にとっての魅力を一層高めるアイディア

Ｂ アマチュア無線を知らない若者に興味を抱かせ資格取得を動機づけるアイディア 

3. アイディア名：上級資格取得をより一層動機付ける為、ＪＡＩＡメーカー等が協力し

『ＱＲＯチケット』をリグに同梱する 

4. アイディアの概要（200 字以内）：

現在のリグは 10W 機も 100Ｗ機も中身は同一で、ソフトでパワー設定している事が多い。

一部の機種は、別途有償でＱＲＯ等が可能とされているが、何れも周知されているとは言い

難く、上級取得局の負担となっている。

ソフト設定でＱＲＯ可能な機種については、出荷時に『ＱＲＯチケット』を同梱し、無償か少額

で、技適認定を含めメーカーが責任を持ってパワーアップを行い、上級取得後も同一機を

末永く使えるよう配慮すべき。 

5. 詳細説明：

◎詳細案 （PDF1 ページ）

6. 参考情報（任意）



案－２  詳細 

当局がこれまで行ってきたＪＡＲＤの講習会において、良く生徒さんから相談されるのが、最初に購入する

無線機の選択に関してです。  

購入したいリグを自分で最初から決めている方は殆どおらず、また最近は近くに頼れる先輩達も中々見つ

からず、ハムショップさんなどに聞くしかないのが現状です。 

ここ岡山では、最近はＶ／ＵでＱＲＶしている局も少なくなり、生徒さんにＱＳＯに慣れて貰う為にはＨＦ、特

に７Ｍｈｚや２１Ｍｈｚ帯に出ることを勧めております。 

その場合、４アマの方にはどうしてもＨＦ帯の１０W機を勧めることとなりますが、問題はその後です。 

Ｖ/Ｕの２０Ｗ機は、３アマや２アマを取得した後でも何とか使えますが、流石にＨＦでの１０Ｗ機は、折角 

ＱＲＯできる免許を持っているのに、そのまま１０ＷでＱＲＶしてもらうのは忍びない事となります。 

幸い、最近のリグは、技適認定されたパワーに関係なく、ファイナルまで同一である機種も多く、価格も殆

ど差を付けられていません。 

メーカーによっては（特にＹＡＥＳＵ）有償でのＱＲＯが可能である事を訴求している所もありますが、全てに

告知されているわけではありません。 

 

その為、相談を受けた場合は、将来の事を勘案して、基本的にＱＲＯ可能な無線機を勧める事となります

が、その場合でもやはり現状では、使用者がＱＲＯする時には、メーカーに実際に支払う手数料等も結構

かかります。 

 

基本的には同じ構造であり、ソフトで出力を設定して２～３のランクを付けている機種については 

出荷時において 『ＱＲＯチケット』をリグに同梱し、ユーザーに対して、上級を取得した後でもメーカーで 

責任をもって出力アップのサービスをさせてもらいますよ！ との告知を行うべきと思います。 

（技適認定含む） 

 

◎４アマ用１０Ｗ機 ⇒ ５０Ｗにアップ（３アマ用） ＋ １００Ｗにアップ（２アマ用）の２枚を同梱 

◎３アマ用５０Ｗ機 ⇒ １００Ｗにアップ（２アマ用）の１枚を同梱 

※２アマ用１００Ｗ機 ⇒ 移動する局として５０Ｗにダウンする場合用に１枚を同梱 （サービス） 

 （有効期限は、そのリグが製造中止になってから５年程度までとする） 

☆ＱＲＯチケットの使用については、当該の従事者免許証のコピーの提示を要とすることとする 

 費用については実費以下で、些少な額とすることが望ましい。（最大でも３千円程度） 

可能なら、メーカーからの『上級免許取得のお祝い』として無償とする。 

 （メーカーへの往復送料はユーザー負担でも構わない） 

 

予想される効果 

◎そのメーカーにとり ユーザーの囲い込みが可能となる。 

◎顧客情報を取得でき、メーカーのファンクラブ作りに寄与できる。 

 

以上 

 


